
長崎市障害者自立支援協議会 相談支援部会 

■相談支援部会 令和４年度 活動報告 

日 時 内     容 

【第１回】 

 

令和４年 

4／11（月） 

15:00～17:00 

① 5/20（金）実施連携会議の最終打ち合わせ 

② 長崎市自立支援協議会相談支援部会の規定について 

③ 65 歳移行時のリーフレット作成について 

④ 個別避難計画について 

【連携会議】 

ZOOM 研修 

令和 4年 

5/20（金） 

15:00～17:00 

◆初任者向け講話 

・申請書等の記入方法（障害福祉課より） 

・困った時の相談窓口紹介 

・相談支援部会作成の相談支援の手引き紹介、活用法について 

◆座談会 

【第 2回】 

 

令和４年 

6／13（月） 

15:00～17:00 

① 5 月の連携会議振り返り 

② 65 歳移行時のリーフレット作成について 

③ 事例集用の事例確認（65 歳移行後も同行援護実施ケース・課題多く相談支援

専門員が不安を感じるケース） 

④ 相談支援の手引きの修正 

【第 3回】 

 

令和４年 

7／11（月） 

15:00～17:00 

① 65 歳移行時のリーフレット作成について 

② 相談支援の手引きの修正 

③ 事例集用の事例確認（18歳到達し、児から者への移行ケース） 

④ 11 月実施の連携会議について 

⑤ 地域課題について 

 ・就労アセスメントについて（実施事業所の減少、車いす対応事業所減少） 

 ・ヘルパー事業所の偏りについて（南部・北部対応事業所の減少・人材育成） 

 ・自立生活援助の活用について（事業所数が少なく使いたくても使えない） 

【第 4回】 

 

令和４年 

9／12（月） 

15:00～17:00 

① 65 歳移行時のリーフレット作成について 

② 相談支援の手引きの修正 

③ 11 月の連携会議について 

④ 事例集用の事例確認（子に対する依存度が高いケース） 

⑤ 個別避難計画について 

 

 

 

 



 

日 時 内     容 

【第 5回】 

令和４年 

10／11（火） 

15:00～17:00 

① 連携会議最終確認 

② 65 歳移行時のリーフレット作成について（完成） 

③ 事例集用の事例確認（65 歳到達により全てのサービスを介護保険へ移行した

ケース） 

④ 基幹相談支援センターの現状について（長崎市障害福祉課より） 

【連携会議】 

ZOOM 研修 

令和 4年 

11/18（金） 

15:00～17:00 

◆包括支援センターとの意見交換会 

・65 歳移行時の事例を用いて包括支援センターと相談支援専門員との意見交換を

実施（お互いの役割や連携について、引き継ぐ際に必要な事項の確認等） 

・事例は 65 歳にスムーズに移行したケース、65歳移行後も障害福祉サービス独自

のサービスは併用しているケースを用いた。 

【第 6回】 

令和４年 

12／12（月） 

15:00～17:00 

① 連携会議振り返り 

② 事例集用の事例確認（親子共に障害があり親が者のサービス、子が児のサービ

スを利用するケース） 

③ 次年度の予定について 

④ その他 

【第 7回】 

令和 5年 

1／11（月） 

15:00～17:00 

① 次年度の予定について 

② 事例集用の事例確認（アルコール依存傾向のある母と暮らしていた知的障害者

の方のケース） 

③ その他 

【第 8回】 

令和 5年 

3／15（水） 

15:00～17:00 

① 令和 5年 5月の連携会議について 

② 事例集用の事例確認（本人が支援者にセクハラを行っていたケース） 

③ その他 

 

■課題等 

 ・地域の課題として「就労アセスメント対応事業所の減少と障害に応じた受け入れ先の不足」「ヘ

ルパー事業所の派遣先の偏り」「自立生活援助が活用できない」という明確な課題があがってき

ている。 

 ・「就労アセスメント対応事業所の減少と障害に応じた受け入れ先の不足」については、就労支

援部会とも連携を取り解決していきたい。 

 ・「ヘルパー事業所の派遣先の偏り」「自立生活援助が活用できない」については、行政とも協同

しながら課題解決の方法を検討していきたい。 

 ・相談員の質の向上については、今年度は６５歳移行時のトラブルを減らすため、リーフレット

の作成や包括支援センターとの意見交換会を予定している。次年度以降に障害児から障害者への

移行についても、こども部会と連携しながら取り組んで行ければと考えている。 

 ・相談員が困った時に相談できる場所作りや参照できる資料をと考え、相談支援の手引きの修正

や事例集の作成にも取り組んでいる。連携会議での座談会も好評で、こういった場の作成や基幹

相談支援事業所との連携も取り組んでいきたい。 


